
JA北さつま

育てよう明日を
JAグループ鹿児島

http://www.ja-kitasatsuma.or.jp/  9
2023

No.162

脳寿命を延ばす脳寿命を延ばす
　　　　　健康生活　　　　　健康生活

特  集特  集

あぐりキッズスクールを開催あぐりキッズスクールを開催



薩摩中央高校×ＪＡ北さつま
夏休み特別コラボ企画

第３回
あぐりキッズスクール

　ＪＡ北さつまと薩摩中央高校、北薩地域振興局は８月
３日、次世代を担う子どもたちに「食」や「農」に親しんで
もらおうと、さつま町の県立薩摩中央高校で「夏休み特別
コラボ企画・第３回あぐりキッズスクール」を開きまし
た。２～ 11歳までの子どもと保護者の47人が参加し、親
子で農業体験を楽しみました。
　参加者は①野菜・草花②果樹・畜産③食品加工・機械工
作の３班に分かれて授業を受けました。教員と生徒が講
師を務め、①班はネギの収穫と豆苗の植え付け、多肉植物
の寄せ植えを体験。②班は梨の収穫、牛の観察やスケッチ
を行いました。③班はアイスクリームを作った後、トラク
ターをデコレーションした「ネコバス」に乗り込み校内の
巡回や、ドローンの実演を楽しみました。
　子どもたちは農業に触れ合い、いきいきとした表情で
目を輝かせていました。保護者は「すごく楽しそうで来て
よかった。次もぜひ参加したい」と満足そうでした。
　春田組合長は「みなさんが普段食べている野菜や果物、
お肉がどのようにして育っているのかを知ってほしく
て、このあぐりキッズスクールを開催しました。今日の経
験を通じて、食べることへの感謝の気持ちや、農業の大切
さを感じてほしいと思います。」と話しました。
　あぐりキッズスクールは来年も開催する予定です。

農業体験農業体験
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3 【※あぐりキッズスクールは「ＪＡ共済　地域・農業活性化促進助成金」を活用して開催しております。】3



さ
ら
な
る
鹿
児
島
黒
牛
銘
柄
確
立
を

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
は
第
４
回
畜
産
振

興
大
会
を
7
月
23
日
、
さ
つ
ま
町
宮

之
城
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。
畜
産
基
盤
の
維
持
・
強
化
を
図

り
、
安
定
し
た
経
営
を
目
指
す
の
が

目
的
。
４
年
ぶ
り
の
開
催
で
、
管
内

３
地
区
（
さ
つ
ま
町
、
薩
摩
川
内

市
、
伊
佐
市
）
か
ら
畜
産
農
家
や
行

政
関
係
者
ら
約
4
0
0
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
春
田
組
合
長
は
「
昨
年
開
催
さ
れ

た
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿

児
島
大
会
に
お
い
て
、
９
部
門
の
う

ち
６
部
門
で
首
席
を
獲
得
し
、
本
県

の
悲
願
で
あ
っ
た
日
本
一
連
覇
を
見

事
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
農

家
は
じ
め
、
関
係
者
の
方
々
の
血
の

に
じ
む
よ
う
な
努
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
の
栄
誉
。
こ
の
機
会
を
逃
す
こ

と
な
く
、
和
牛
日
本
一
を
全
面
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
鹿
児
島
黒

牛
の
銘
柄
確
立
に
さ
ら
に
努
め
た

い
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
特
別
功
労
者
表
彰
や
肉
用
牛
情
勢

報
告
の
後
、
公
益
社
団
法
人
中
央
畜

産
会
森
山
裕
会
長
が
「
肉
用
牛
を
め

ぐ
る
情
勢
」
に
つ
い
て
講
演
。
子
牛

価
格
の
推
移
や
各
種
子
牛
対
策
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。

壇上にて表彰された特別功労者

さらなる銘柄確立の決意発表をする春田組合長

第４回畜産振興大会第４回畜産振興大会

表
彰
者
は
次
の
通
り
。
（
敬
称
略
）

【
子
牛
多
頭
購
買
功
労
者
】

▽
野
﨑　
喜
久
雄

▽
㈲
畠
久
保
牧
場

▽
㈲
福
永
畜
産

▽
㈲
徳
重
和
牛
人
工
授
精
所

▽
㈱
カ
ミ
チ
ク
フ
ァ
ー
ム

【
子
牛
平
均
価
格
最
高
販
売
者
表
彰
】

▽
令
和
２
年
雌
＝
㈱
平
畜
産

　
　
　
　
去
勢
＝
堂
薗　
實
治

▽
令
和
３
年
雌
＝
蕨
野　
往
雄

　
　
　
　
去
勢
＝
早
水　
恒
徳

▽
令
和
４
年
雌
＝
楠
八
重　
盛
光

　
　
　
　
去
勢
＝
熊
ケ
迫　
直
美

【
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会
出
品
者
表
彰
】

▽
森
永　
三
徳

薩摩中央家畜市場　2023年8月7日～ 8日
入場頭数 605頭
売却頭数 581頭

入 場 売却 最高値 最低値 平均値 平均
体重

kg
単価 前回比

雌 277 259 994,400 206,800 523,940 281 1,862 17,377
雄
去 328 322 996,600 222,200 558,284 307 1,817 ▲23,764

総平均値 542,974 円　　　
前 回 比 4,477 円　安値
総売上高 315,467,900 円　　　

子牛せり市成績表子牛せり市成績表（税込み）（税込み） 平
均
54
万
2
9
7
4
円

　
薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で
8
月
7
日
、
8

日
の
２
日
間
、
子
牛
セ
リ
市
が
あ
り
ま
し

た
。
１
頭
あ
た
り
の
平
均
価
格
は
、
54

万
2
9
7
4
円
で
、
前
回
（
７
月
）
を

4
4
7
7
円
下
回
り
ま
し
た
。
最
高
値
は

雌
が
99
万
円
4
4
0
0
円
、
去
勢
は
99
万

円
6
6
0
0
円
で
し
た
。
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再始動　熱笑祭!!

４年ぶりの開催で大盛況
　
伊
佐
市
夏
祭
り
が
７
月
29
日
、
大
口
中

心
部
で
、
に
ぎ
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
祭
り
が
最
高
潮
と
な
る
市
民
総
手

踊
り
に
は
17
団
体
約
5
0
0
人
が
参
加
。

「
伊
佐
よ
か
と
こ
」
な
ど
の
曲
に
合
わ

せ
、
１
時
間
半
に
わ
た
っ
て
踊
り
歩
き
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
も
職
員
と
青
壮
年
部
員

ら
約
30
人
が
参
加
。
そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
着
て
元
気
よ
く
踊
り
、
沿
道
の
観
客
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

28
日
に
は
、
花
火
大
会
も
あ
り
、
約

7
0
0
0
発
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
夜
空
に
咲
く
大
輪
の
花
を
延
べ

１
万
４
０
０
０
人
の
観
客
が
楽
し
み
ま
し

た
。

　
さ
つ
ま
町
夏
祭
り
「
熱
笑
祭
」
が
８
月

６
日
、
同
町
宮
之
城
屋
地
と
虎
居
の
国
道

３
２
８
号
で
あ
り
ま
し
た
。
4
年
ぶ
り
の

開
催
。
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
、
会
場

周
辺
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
山
車
巡
行
を
皮
切
り
に
み
こ
し
パ
レ
ー

ド
や
手
踊
り
、
ね
ぶ
た
な
ど
イ
ベ
ン
ト
も

多
彩
で
す
。
ま
た
、
特
設
会
場
で
は
吹
奏

楽
団
演
奏
や
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
も
あ
り
、

来
場
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
は
総
勢
約
50
人
で
手
踊

り
に
参
加
、
春
田
組
合
長
を
先
頭
に
「
さ

つ
ま
町
民
音
頭
」
な
ど
の
曲
に
合
わ
せ
踊

り
歩
き
ま
し
た
。
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７
月
18
日
さ
つ
ま
町
ブ
ド
ウ
振
興
会
は
福

岡
観
光
農
園
で
、
さ
つ
ま
町
ぶ
ど
う
収
穫
祭

を
開
き
ま
し
た
。
今
年
は
開
花
以
降
の
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
雨
も
適
度
に
降
っ
た
こ
と
か

ら
順
調
に
生
育
。
色
付
き
も
良
く
、
例
年
以

上
の
仕
上
が
り
で
す
。

　

振
興
会
で
は
９
人
が
３
・
９
㌶
で
ブ
ラ
ッ

ク
オ
リ
ン
ピ
ア
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
、
ク
イ
ー
ン
ニ
ー
ナ
な
ど
６
品
種
を
栽

培
し
、
今
年
度
は
生
産
量
31
㌧
、
販
売
額

３
１
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
収
穫
祭
に
は
佐
志
保
育
園
の
園
児
８
人
が

招
待
さ
れ
、
ぎ
っ
し
り
と
実
っ
た
ぶ
ど
う
を

収
穫
し
て
大
は
し
ゃ
ぎ
。
「
ぶ
ど
う
大
好

き
。
甘
く
て
美
味
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま

し
た
。

　
福
岡
会
長
は
「
今
年
も
良
い
ぶ
ど
う
が
で

き
た
の
で
、
是
非
食
べ
に
来
て
ほ
し
い
。
ぶ

ど
う
で
夏
バ
テ
を
予
防
し
、
糖
分
を
摂
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

収
穫
体
験
で
園
児
も
に
っ
こ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
つ
ま
町
ぶ
ど
う
収
穫
祭

　
上
々
な
出
来
に
期
待

　
薩
摩
川
内
市
ぶ
ど
う
部
会
は
さ
み
入
れ
式

／　KITASATSUMA　NEWS!!　／

収穫した佐志保育園の園児達

　
薩
摩
川
内
市
ぶ
ど
う
部
会
は
さ
み
入
れ

式
が
、
７
月
23
日
、
同
市
東
郷
山
田
の
松

坂
ヨ
シ
子
ぶ
ど
う
園
で
あ
り
ま
し
た
。

　
上
原
部
会
長
は
「
今
年
は
開
花
期
に
天

候
に
も
恵
ま
れ
順
調
に
生
育
し
、
梅
雨
時

期
の
日
照
不
足
に
も
耐
え
て
、
仕
上
が
り

は
上
々
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
部
会
は
会
員
45
名
、
面
積
18
㌶
で
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、
巨
峰
、
ク
イ
ー

ン
ニ
ー
ナ
な
ど
５
種
類
を
栽
培
。
観
光
農

園
で
の
直
売
や
ぶ
ど
う
狩
り
、
Ｊ
Ａ
北
さ

つ
ま
を
通
じ
て
共
同
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
松
坂
ヨ
シ
子
ぶ
ど
う
園
で
は
、

令
和
５
年
度
か
ら
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
高
い

種
な
し
巨
峰
に
転
換
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
永
田
副
市
長
は
「
薩
摩
川
内
市
の
ぶ
ど

う
栽
培
面
積
は
本
県
第
２
位
の
ぶ
ど
う
産

地
。
新
規
就
農
者
も
あ
り
、
本
市
の
農
業

振
興
を
牽
引
す
る
品
目
の
一
つ
と
し
て
お

お
い
に
期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
試
食
に
は
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
、
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
は
じ
め
４
種
類
の
ぶ

ど
う
が
用
意
さ
れ
、
東
郷
幼
稚
園
の
園
児

も
瑞
々
し
く
甘
い
ぶ
ど
う
の
味
を
楽
し
み

ま
し
た
。

ぶ
ど
う
を
手
に
笑
顔
の
永
田
副
市
長
と

松
坂
ヨ
シ
子
園
主

試食用のシャインマスカット
巨峰・クイーンニーナ・ピオーネ
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さ
つ
ま
町
ナ
シ
振
興
会
は
27
日
、
神
園

勝
美
園
で
さ
つ
ま
町
梨
収
穫
祭
を
行
い
ま

し
た
。
収
穫
し
た
の
は
愛
甘
水
（
あ
い
か

ん
す
い
）
と
い
う
品
種
。
早
生
種
と
し
て

は
実
が
大
き
く
、
糖
度
は
11
～
13
度
あ
り

ま
す
。

　

同
振
興
会
は
８
人
で
５
・
４
㌶
に
幸

水
・
豊
水
・
新
高
な
ど
10
種
類
以
上
を
栽

培
。
温
暖
化
に
対
応
し
た
期
待
の
新
品
種

の
凛
夏
（
り
ん
か
）
・
甘
太
（
か
ん
た
）

も
昨
年
か
ら
収
穫
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

観
光
農
園
や
国
道
沿
い
で
直
売
も
行
い
、

今
年
は
約
1
6
0
㌧
、
5
0
0
0
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
藤
田
会
長
は
「
今
年
は
梅
雨
が
長
く
、

日
照
時
間
も
少
な
か
っ
た
が
、
良
い
梨
が

で
き
た
。
是
非
、
皆
さ
ん
に
食
べ
て
ほ
し

い
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
薩
摩
中
央
高
校
生
物
生
産
科
３
年
生
の

上
屋
ひ
な
た
さ
ん
は
「
さ
つ
ま
町
の
梨
は
、

私
も
家
族
も
大
好
き
。
沢
山
の
方
々
に
食

べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
、
同
級
生
の

海
野
美
桜
さ
ん
は
「
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
て

瑞
々
し
い
。
さ
つ
ま
町
で
こ
ん
な
に
美
味

し
い
梨
を
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
誇
ら
し

い
で
す
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
園
主
の
神
囿
勝
美
さ
ん
は
「
若
い
人
た

ち
に
さ
つ
ま
町
の
梨
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
え

て
嬉
し
い
」
と
笑
顔
。

薩摩中央高校３年の上屋ひなたさん㊧と海野美桜さん㊨

　
薩
摩
中
央
高
校
が
梨
を
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　
　
　
さ
つ
ま
町
梨
収
穫
祭

／　KITASATSUMA　NEWS!!　／

愛甘水を収穫する園主の神囿勝美さん㊧と来賓者

経営目標や将来の夢を発表する新規就農者

　

川
薩
地
区
指
導
農
業
士
会
は
７
月
７

日
、
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
で
新
規
就
農
者

を
励
ま
す
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は

８
人
が
就
農
し
、
水
稲
や
さ
つ
ま
い
も
の

栽
培
、
和
牛
の
繁
殖
経
営
な
ど
を
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
新
規
就
農
者
は
経
営
目
標
や
将
来
の
夢

な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
薩
摩
川
内
市
で

さ
つ
ま
い
も
の
栽
培
を
し
て
い
る
山
下

夏
鈴
さ
ん
は
「
先
輩
方
か
ら
の
指
導
を
受

け
、
生
産
拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

指
導
農
業
士
会
の
山
口
仁
志
会
長
は

「
分
か
ら
な
い
こ
と
、
困
っ
た
こ
と
が

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
16
人
の
素
晴
ら

し
い
先
輩
か
ら
の
指
導
や
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
な
が
ら
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

新規就農者を激励‼

新規就農者と歓迎する関係者

夢と希望を持って農業を‼
　
伊
佐
市
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
の
つ
ど
い

が
７
月
24
日
、
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
あ
り
、
新
規
就
農
し
た
３
人
を
励
ま
し

ま
し
た
。

　
か
ぼ
ち
ゃ
、
水
稲
、
大
豆
の
栽
培
に
取

り
組
む
竹
内
三
志
さ
ん
（
40
）
は
「
40
歳

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
不
安
も
あ
る
が
、
農

業
は
自
然
の
中
で
、
自
然
と
共
に
働
く
こ

と
が
で
き
る
魅
力
あ
る
仕
事
だ
と
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
も

先
輩
方
の
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
橋
本
市
長
は
「
世
界
の
人
口
は
爆
発
的

に
増
加
し
て
い
る
。
日
本
は
食
料
自
給
率

38
％
と
低
い
水
準
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

数
字
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要

に
な
っ
て
く
る
。
新
規
就
農
者
の
皆
様
に

は
夢
を
も
っ
て
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。
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／　KITASATSUMA　NEWS!!　／
　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
い
ち
ご
部
会
の
令
和
４

年
産
出
荷
は
、
病
害
虫
の
防
除
の
徹
底
・

年
内
収
量
の
確
保
・
拡
大
と
い
っ
た
課

題
を
乗
り
越
え
、
最
終
的
な
出
荷
実
績
は

98
・
7
ト
ン
（
前
年
比
1
1
2
％
）
、
販

売
金
額
１
億
２
千
２
百
万
円
（
前
年
比

1
1
4
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
19
日
、
生
産
販
売
反
省
会
を
本
所

で
開
催
し
、
部
会
員
や
市
場
関
係
者
、
Ｊ

Ａ
担
当
者
ら
約
30
人
が
参
加
、
生
産
経
過

や
販
売
実
績
の
振
り
返
り
や
、
取
引
市
場

か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
中
島
会
長
は
「
単
価
・
反
収
益
と
も
に

過
去
最
高
で
し
た
。
今
後
も
安
定
し
た
販

売
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
更
な
る
反
収

向
上
に
努
め
、
所
得
増
大
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。
令
和
５
年
産
に
向
け
て
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
は
７
月
28
日
、
29
日
の

両
日
、
本
所
に
て
農
業
機
械
展
示
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
え
機
、
刈
り
払
い

機
な
ど
の
最
新
の
農
業
機
械
の
他
、
ニ
ー

ズ
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
中
古
農
機
の
展
示

も
あ
り
ま
し
た
。

　
メ
ー
カ
ー
担
当
者
が
操
作
方
法
や
機
動

性
な
ど
を
紹
介
。
来
場
者
は
必
要
と
す
る

農
機
や
資
材
に
触
れ
、
熱
心
に
確
か
め
る

様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
場
で
は
ガ
ス
器
具
や
眼

鏡
、
補
聴
器
な
ど
の
生
活
用
品
の
展
示
も

あ
り
、
来
場
者
か
ら
は
好
評
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

７
月
12
日
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
か
ぼ
ち
ゃ

部
会
大
口
東
支
部
は
、
食
育
を
通
し
て
、

農
業
へ
の
関
心
を
高
め
て
欲
し
い
と
大
口

東
小
学
校
に
か
ぼ
ち
ゃ
約
1
4
0
㎏
を
贈

り
ま
し
た
。

　
代
表
し
て
受
け
取
っ
た
２
年
生
池
田
陽

飛
く
ん
は
「
ず
っ
し
り
と
重
か
っ
た
。
お

母
さ
ん
の
作
っ
た
煮
つ
け
で
食
べ
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
永
田
支
部
長
は
「
贈
っ
た
の
は
紛
質
系

で
甘
み
の
強
い
「
栗
五
郎
」
。
地
元
で
作

ら
れ
た
か
ぼ
ち
ゃ
を
お
い
し
く
食
べ
て
い

た
だ
き
た
い
。
国
消
国
産
を
通
し
て
大
き

く
成
長
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

７
月
６
日
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
管
内
の
８

カ
所
の
園
地
に
お
い
て
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

種
里
芋
の
防
除
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

使
用
さ
れ
た
農
薬
は
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ

ロ
ア
ブ
ル
と
プ
レ
バ
ソ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
。

疫
病
、
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
な
ど
の
チ
ョ
ウ

目
害
虫
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
種
里
芋
の
品
種
は
石
川
早
生
丸
で
10
月

下
旬
か
ら
鹿
児
島
県
の
離
島
向
け
に
出
荷

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
で
は
、
水
田
地
帯
の
有

利
性
を
活
か
し
た
品
目
と
し
て
、
面
積
拡

大
と
湛
水
栽
培
を
進
め
品
質
向
上
と
生
産

拡
大
を
目
指
す
と
と
も
に
、
効
率
栽
培
を

す
す
め
て
お
り
、
今
回
の
実
施
と
な
り
ま

し
た
。

笑顔でかぼちゃを贈呈する永田支部長（右）

10
ア
ー
ル
収
量
・

収
益　
前
年
比
以
上

か
ぼ
ち
ゃ

1
4
0
㎏
贈
呈

農
業
機
械
展
示
会

を
開
催

種
里
芋

ド
ロ
ー
ン
防
除

反省会後に開かれた第１３回総会にて部
門毎に成績優秀者の表彰がありました。
各部門の表彰者は下記の通り。（敬称略）

【さつまおとめ部門】　今西　久男
【さがほのか　部門】　原田　栄作
【総体数量　　部門】　吉井　宏喜

　
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
里
芋
防
除
の
様
子

　最新農機の説明を熱心に聞く来場者
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お
彼
岸
、運
動
会
な
ど
秋
は
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
！
ご
予
約
は
お
近
く
の

A
コ
ー
プ
へ
。ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こんにちはこんにちはAコープAコープです!です!

移動金融店舗車運休のお知らせ
　移動金融店舗車につきまして、定期点検のため下記
の日程で運行を休止いたします。

運行休止日
令和５年9月11日（月）から　　　

　　　　　　 15日（金）までの5日間
　利用者の皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、ご
理解いただきますようお願い申し上げます。

質問やメッセージは下記まで
経営企画課 0996-53-1124

鹿
児
島
県
専
門
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

堀
之
内
広
子
(
ほ
り
の
う
ち
・
ひ
ろ
こ
)
先
生

　
避
難
所
で
の
生
活
は
、
１
〜
２
泊
の

一
次
的
避
難
で
あ
っ
て
も
ス
ト
レ
ス
の

か
か
る
も
の
で
す
。
ま
し
て
や
長
期
に

お
よ
ぶ
避
難
所
生
活
で
は
、
大
き
な
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
避
難
所
で
少
し
で
も
居
心
地
を

良
く
す
る
た
め
に
は
、
各
自
の
準
備
や

避
難
者
同
士
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　
避
難
所
生
活
で
は
、
清
掃
・
ゴ
ミ
・

物
資
の
配
布
な
ど
様
々
な
問
題
が
発
生

し
ま
す
。
ル
ー
ル
を
決
め
て
各
自
の
状

況
に
応
じ
た
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
過

ご
す
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
ま
た
、
食
事
や
食
品
の
持
ち
込
み
や

配
給
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
暑
い
時

期
は
食
中
毒
な
ど
も
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
の
で
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
　
　
　

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
を
配
備
し
て
い
た
だ
け
る
避

難
所
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
全
て
の

避
難
者
に
行
き
届
く
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
着
替
え
や
授
乳
、
洗
濯
物
干
場
、

ト
イ
レ
や
入
浴
な
ど
嫌
な
思
い
を
し
な

い
よ
う
に
配
慮
や
工
夫
が
大
事
で
す
し
、

個
人
的
に
は
耳
栓
や
ア
イ
マ
ス
ク
な
ど

を
持
参
し
た
り
す
る
こ
と
も
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
避
難
所
で
ど
ん
な
配
慮
や
工
夫
が
あ

れ
ば
過
ご
し
や
す
く
な
る
の
か
こ
の
機

会
に
考
え
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で

す
。
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JA 北さつまのインスタグラムはじめました！
お得な情報や
旬な情報を
タイムリーに
お届けします♪

フォロー・いいね
お願いします♪

女性部通信
vol.４
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こちら営農情報局!

園芸
生産販売課　有村　隆志

落葉果樹の剪定について

（１）樹づくりの目標が樹齢で異なる

（２）ステージ別の剪定ポイント

冬に近づくにつれて落葉果樹の剪定が始まります。
落葉果樹の剪定は、落葉期（落葉終了期）~１月くらいまでが剪定の適期になります。
今回は時期がまだ早いですが落葉果樹の剪定について説明します。

幼木～若木 若木～成木 老木

目　 標 主枝・亜主枝の確立による骨
格作り

樹勢維持・収量安定・高品位果
実生産

収量が低下。
経済性を考慮し計画的に改植

樹　 齢 １～６年生くらい ６～３０年生くらい ３０年生以上

ス テ ー ジ 剪定のポイント

幼 木 ～ 若 木

①主枝・亜主枝の先端は１本立ちにして真っ直ぐ伸ばす。先端の新梢は毎年長く切り返し骨格
　を強固にする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②主枝は２～３本とし発生角度は６０度とする。
③亜主枝は、それぞれの分岐点から１ｍ以上離して設定する。

若 木 ～ 成 木

①主枝・亜主枝の先端部を上向きの枝まで切り戻して立ち上げ樹勢維持に努める。
②太い枝を少なくし樹冠内部に光をあてて、緑枝の発生を促す　　　　　　　　
③結果母枝の切り返しを多めに行い、色の黒い老化した４年生以上の側枝は間引き、若い緑枝
　に更新する。

老 　 木
①内向枝や太枝を切り返し、新梢を発生させ若返りを図る。
②太枝の切り口は癒合剤（トップジンＭペーストなど）を塗布する。
③収量が低下したら改植を計画的に実施。

（３）基本的な樹の仕立て方 （４）枝の剪定方法の基本について

◎骨格となる枝（主枝）を３本決めます。
　○１本の主枝から亜主枝を２～３本決めます。
　○亜主枝から果実を成らせる枝（側枝）を出すようにしましょう。
　○樹形が完成するまで３年程度かかります。

※絵は樹冠を表すために葉の着いてる状態
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◆
友
達
夫
婦
４
人
で
五
木

方
面
・
人
吉
方
面
に
よ
く

出
か
け
て
行
き
ま
す
。
梅

雨
の
時
季
は
特
に
ジ
メ
ジ

メ
し
て
、
山
陰
は
特
に
山

ヒ
ル
が
多
く
て
、
私
は
毎

回
か
ま
れ
ま
す
。
他
の
３

人
は
、
ほ
と
ん
ど
か
ま
れ

ま
せ
ん
。
手
や
足
に
黒

い
の
が
つ
い
て
い
る
と
、

「
キ
ャ
ア
ー
」
と
大
声
を

出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
伊
佐
市

　
70
代
後
半
・
女
性

◆
今
年
も
ら
っ
き
ょ
う

1
・
5
㎏
漬
け
ま
し
た
。

ま
っ
白
な
き
れ
い
な
色
に

仕
上
が
り
そ
う
で
す
。
我

が
家
で
は
、
カ
レ
ー
の
時

に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

「
ら
っ
き
ょ
う
」

食
べ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　
薩
摩
川
内
市

     

70
代
前
半
・
女
性

◆
省
エ
ネ
・
節
約
術
が
掲

載
さ
れ
て
、
ち
ょ
っ
と
の

改
善
が
大
き
な
効
果
を
生

む
の
で
、
少
し
で
も
実
践

し
て
い
く
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
薩
摩
川
内
市

　
60
代
前
半
・
男
性

◆
年
を
取
っ
て
き
て
の
ん

び
り
し
た
時
を
過
ご
し
て

暮
ら
し
た
い
と
考
え
て
い

た
自
分
が
い
た
の
で
す
が
、

田
ん
ぼ
の
畔
を
草
刈
り
す

る
方
を
み
る
と
、
私
な
ど

ま
だ
ま
だ
動
か
な
く
て
は

と
、
あ
の
人
の
足
元
に
も

及
ば
な
い
と
恥
ず
か
し
く

思
う
日
々
で
す
。

　
さ
つ
ま
町

　
70
代
前
半
・
女
性

◆
日
焼
け
が
気
に
な
る
夏

が
や
っ
て
き
ま
す
ネ
。
若

い
時
か
ら
日
焼
け
対
策
し

と
け
ば
良
か
っ
た
（
泣
）

今
じ
ゃ
、
色
ん
黒
か
ば
ぁ

ば
で
す
。

　
伊
佐
市

　
60
代
前
半
・
女
性

◆
7
月
に
な
り
、
毎
日
暑

い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

梅
雨
明
け
か
と
思
い
き
や

な
か
な
か
梅
雨
明
け
に
な

り
ま
せ
ん
。
う
っ
と
う
し

い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
さ
つ
ま
町

　
60
代
前
半
・
女
性

◆
梅
雨
が
明
け
る
と
夏
本

番
！！
夏
野
菜
い
っ
ぱ
い
食

べ
て
乗
り
切
ろ
う
！！

　
薩
摩
川
内
市

　
60
代
前
半
・
女
性

◆
毎
月
く
ろ
ー
ば
ー
が
届

く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
女
性
部
活
動
等
参

加
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
は
高

齢
者
に
と
っ
て
良
い
脳
ト

レ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
伊
佐
市

　
70
代
前
半
・
女
性

いつもお便り
ありがとうございます！

「
水
ナ
ス
と
海
ぶ
ど
う
の

　
サ
ラ
ダ
　
　
　
　
　
　
」

作り方
（1） 縦に6等分した水ナス、昆布、タカノツメを3%の塩水に入

れ、重しをして一晩漬ける。

（2） 器に（1）の水ナス、カットしたフルーツトマトを盛り付け、

レモン汁、オリーブ油、岩塩をかけ、海ぶどうをのせて出来

上がり。

永
井
智
一（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
キ
ッ
チ
ン
晴
人（
ハ
レ
ジ
ン
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

シ
ェ
フ
永
井

シ
ェ
フ
永
井
ののお

す
す
め

お
す
す
め

材料（２人分）
水ナス ………………………1本 
昆布 …………………………1枚 
タカノツメ …………………1本 
塩水…………………………適宜 
フルーツトマト ……………1個 
レモン汁 ………………大さじ1 
オリーブ油（エクストラバージン）…大さじ1 
岩塩…………………………適宜 
海ぶどう……………………適宜

14



①答え
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤年齢
⑥意見・感想

895-1811
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
経
営
企
画
課

「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」係

郵便はがきに①答え②郵便番号
③住所④氏名⑤年齢⑥意見・感想な
どを書いて、左記の宛先まで送って
ください。正解者の中から抽選で10
名の方に粗品をプレゼントします。
締切は9月25日㈪。（クイズの応募
で取得した個人情報については、こ
れ以外には使用いたしません）

理事会だより

応募方法

7月号当選者発表 8月号の解答

当選者は10月号で発表します。

　7月号「パズル？頭の体操」当選
者は次の方々に決まりました。お
めでとうございます。

二重マスの文字をA～Eの順
に並べてできる言葉は何で
しょうか？

■ヨコのカギ ■タテのカギ
十五夜に飾る植物
帰り道のこと
葉はコアラの餌になります
2の3――は6
必要以上に子どもを甘やかすこと
羹（あつもの）に懲りて――を吹く
発車――の新幹線になんとか乗り込んだ
奈良や和歌山がある地域
漢字で書くと竜胆。青紫色の花を咲か
せます
台風――、よく晴れたね
吉永小百合さんの場合はサユリスト
ml、mgの「m」
お金を借りると付くことも

ボンベを担いで――ダイビングを楽
しんだ
アンダー――の左腕投手
収穫期の田んぼで金色に輝きます
陶磁器はこの中で焼き上げられます
――に敬老の日のプレゼントを
もらった
「ギィー、チョン」と鳴く虫
陽（よう）の反対語
汁物をよそう食器の1つ
十五夜に楽しむもの
ピラフにホワイトソースをかけて焼
いたもの
父と母のこと

1

6
7
9
11

12
14
15
17
19

21

1
2
3
4
5
8
10
12
13

14
16
18
20

サ ー フ イ ン

▽新地ツユ子さん

▽下大迫サツ子さん

▽福永レイ子さん

▽竹下悦子さん

▽奥園めぐみさん

▽野間幸子さん

▽田畑結衣さん

▽有谷八重子さん

▽小関和子さん

▽渕ノ上文雄さん

　第５回理事会を７月３１日開きました。
次の事項について協議し、すべて承認され
ました。

【議案】
①コンプライアンス基本方針の一部改訂に
ついて

②職員給与規程の一部改正について
③固定資産取得　移動購買車笑味ちゃん１
号車の更新について

④固定資産取得　ＡＴＭ機改刷対応費用に
ついて

⑤固定資産取得　ＡＴＭ機更新について
⑥固定資産取得　ルミエール伊佐忠元中
ホール改修工事について

⑦ＪＡ北さつまグループホーム運営規程・
ＪＡ北さつま小規模多機能ホーム運営
規程の一部改正について

まちがいさがし

答え 
2…………唐揚げの大きさが違う 
5…………帽子のつばが上がっている 
9…………ストローが真っすぐ 
11…………おにぎりが1つかじられている 
12…………トマトがブロッコリーになっている

？？
下のイラストには上のイラストと違う部分が5カ所
あります。間違っている部分を左下の枠内の数字
で探しましょう。
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編
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行
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つ
ま
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業
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・
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営
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画
課

鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５
番
地

電
話
 ０
９
９
６
（
５
３
）
１
１
２
１
（
代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.ja
-k
ita
sa
tsu
m
a
.o
r.jp/

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
幸
福
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
４
枚
の
葉
は

さ
つ
ま
川
内
・
さ
つ
ま
・
伊
佐
と
組
合
員
の
絆
を
イ
メ
ー
ジ
。

Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
で
多
く
の
方
々
に
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。
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